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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯可能なケーシングの前面に画像表示装置の画像表示面が配備される一方、ケーシン
グの背面に撮像装置が配備されている携帯電話機において、
　ケーシングが物体上に置かれたことを検知する状態検知手段と、
　ケーシングが物体上に置かれたことが検知される前に前記撮像装置から得られた画像信
号に対して、所定の変換規則に従って、該画像信号を構成する一部或いは全ての各画素の
色を変換する色変換処理を施す色変換処理手段と、
　前記色変換処理手段から得られた１或いは複数の色変換画像信号が格納される画像信号
格納手段と、
　ケーシングが物体上に置かれたことが検知された後に着信があったとき、前記画像信号
格納手段に格納されている１或いは複数の色変換画像信号の内、１つの色変換画像信号を
前記画像表示装置に出力して、色変換画像を該画像表示装置の画像表示面に表示する着信
画像表示処理手段
とを具えていることを特徴とする携帯電話機。
【請求項２】
　携帯可能なケーシングの前面に画像表示装置の画像表示面が配備される一方、ケーシン
グの背面に撮像装置が配備されている携帯電話機において、
　ケーシングが物体に近づいていることを検知すると共に、ケーシングが物体上に置かれ
たことを検知する状態検知手段と、
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　ケーシングが物体に近づいていることが検知されてからケーシングが物体上に置かれた
ことが検知されるまでに、少なくとも１回は前記撮像装置を動作させる撮影制御手段と、
　前記撮像装置から得られた画像信号に対して、１或いは複数の所定の変換規則に従って
、該画像信号を構成する一部或いは全ての各画素の色を色相環において反対側に位置する
補色或いは略反対側に位置する色に変換する色変換処理を施す色変換処理手段と、
　前記色変換処理手段から得られた１或いは複数の色変換画像信号が格納される画像信号
格納手段と、
　ケーシングが物体上に置かれたことが検知された後に着信があったとき、前記画像信号
格納手段に格納されている１或いは複数の色変換画像信号の内、１つの色変換画像信号を
前記画像表示装置に出力して、色変換画像を該画像表示装置の画像表示面に表示する着信
画像表示処理手段
とを具えていることを特徴とする携帯電話機。
【請求項３】
　前記着信画像表示処理手段は、着信があった後、ユーザ操作があるまで、前記色変換画
像を画像表示装置の画像表示面に表示する動作を繰り返す請求項１又は請求項２に記載の
携帯電話機。
【請求項４】
　前記撮影制御手段は、ケーシングが物体に近づいていることが検知されたときからケー
シングが物体上に置かれたことが検知されるまで前記撮像装置を繰り返し動作させ、前記
色変換処理手段は、最後の撮影動作によって得られた画像信号に対して色変換処理を施す
請求項２又は請求項３に記載の携帯電話機。
【請求項５】
　ケーシングが物体上に置かれたことが検知されたとき、撮像装置から得られた前記画像
信号を画像表示装置に出力して、原撮影画像を該画像表示装置の画像表示面に表示する撮
影画像表示処理手段
を具えている請求項１乃至請求項４の何れかに記載の携帯電話機。
【請求項６】
　前記着信画像表示処理手段は、
　１或いは複数の色変換画像及び前記原撮影画像を含む複数種類の画像の中から、送信元
の電話番号或いはアドレスに応じた画像を選択する選択手段と、
　前記選択手段によって選択されている画像を画像表示装置の画像表示面に表示する表示
処理手段
とを具えている請求項５に記載の携帯電話機。
【請求項７】
　前記状態検知手段は、ケーシングの加速度を検出する加速度センサと、ケーシングの背
面に配備されて物体からの距離を検出する近接センサとを具え、前記加速度センサの出力
値と前記近接センサの出力値とに基づいてケーシングが物体に近づいていることを検知す
ると共に、前記加速度センサの出力値と前記近接センサの出力値とに基づいてケーシング
が物体上に置かれたことを検知する請求項２乃至請求項６の何れかに記載の携帯電話機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯可能なケーシングの前面に画像表示装置の画像表示面が配備される一方
、ケーシングの背面に撮像装置が配備されている携帯電話機に関し、特に、着信時に表示
による報知を行なうことが可能な携帯電話機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、携帯電話機においては、着信の待受け時に、インターネット上からダウンロ
ードされた画像やカメラによって撮影された画像等の種々の画像を待受け画像としてディ
スプレイに表示することが可能であるが、近年の情報通信技術の発達に伴なって、携帯電
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話機に配備されるディスプレイが大型化しており、待受け画像はケーシングと共に電話機
全体のデザインを構成するものとなっている。そこで、ユーザ操作を行なうことなく自動
的に待受け画像を変更することが可能な種々の携帯電話機が提案されている(例えば、特
許文献１及び２参照)。特許文献１には、携帯電話機に配備されているカメラによって撮
影されたユーザ或いはその周囲の画像に応じて待受け画像を変更する技術が開示されてい
る。
　又、従来の携帯電話機においては、着信時に、メロディ等の音響による報知、及び／又
はバイブレータの振動による報知が行なわれると共に、ディスプレイへの着信表示による
報知が行なわれる。このとき、着信表示画像として、上述の待受け画像やユーザにより設
定された着信画像が表示される。
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－１５１２７１号公報
【特許文献２】特開２００７－３１８２０８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の携帯電話機においては、机や床の上に置いた状態で着信があった
とき、ディスプレイに表示される画像が机や床の色や模様と融合している場合には、電話
機本体を見つけ難く、速やかに応答出来ない虞がある。特に、着信時に音響による報知を
行なわずにバイブレータによる報知を行なう“マナーモード”が設定されている場合には
見つけ難い。
　そこで本発明の目的は、机や床等に置いた場合に、着信時に容易に見つけることが出来
る携帯電話機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る携帯電話機は、携帯可能なケーシングの前面に画像表示装置の画像表示面
が配備される一方、ケーシングの背面に撮像装置が配備されている。そして、該携帯電話
機は、
　ケーシングが物体に近づいていることを検知すると共に、ケーシングが物体上に置かれ
たことを検知する状態検知手段と、
　ケーシングが物体に近づいていることが検知されてからケーシングが物体上に置かれた
ことが検知されるまでに、少なくとも１回は前記撮像装置を動作させる撮影制御手段と、
　前記撮像装置から得られた画像信号に対して、１或いは複数の所定の変換規則に従って
、該画像信号を構成する一部或いは全ての各画素の色を色相環において反対側に位置する
補色或いは略反対側に位置する色に変換する色変換処理を施す色変換処理手段と、
　前記色変換処理手段から得られた１或いは複数の色変換画像信号が格納される画像信号
格納手段と、
　ケーシングが物体上に置かれたことが検知された後に着信があったとき、前記画像信号
格納手段に格納されている１或いは複数の色変換画像信号の内、１つの色変換画像信号を
前記画像表示装置に出力して、色変換画像を該画像表示装置の画像表示面に表示する着信
画像表示処理手段
とを具えている。
【０００６】
　上記本発明に係る携帯電話機においては、机や床等の物体上に置かれる際、ケーシング
が物体に近づいていることが検知されてからケーシングが物体上に置かれたことが検知さ
れるまでに、少なくとも１回は撮像装置によって撮影動作が実行される。ここで、携帯電
話機は通常、画像表示装置の画像表示面が配備されているケーシング前面を上に向けて机
や床等の物体上に置かれるので、ケーシング背面に配備されている撮像装置によっては、
机や床等の物体の表面が撮影されることになる。
　上述の撮影動作によって撮像装置から得られた画像信号は、色変換処理手段によって、
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１或いは複数の所定の変換規則に従って色変換処理が施される。色変換処理においては、
画像信号を構成する一部或いは全ての各画素の色が、色相環において反対側に位置する補
色或いは略反対側に位置する色に変換される。これによって、撮像装置によって撮影され
た画像の一部或いは全ての各画素の色が、各色との関係でコントラストの強い(色の差の
大きい)対照的な色に変換されることになる。色変換処理によって得られた１或いは複数
の色変換画像信号は、画像信号格納手段に格納される。
【０００７】
　そして、ケーシングが物体上に置かれたと検知された後、着信があったときに(電話通
信の着信時及び電子メールの受信時)、前記画像信号格納手段に格納されている１或いは
複数の色変換画像信号の内、１つの色変換画像信号が画像表示装置に出力されて、色変換
画像が画像表示面に表示されることになる。このとき、該色変換画像は、上述の如く撮像
装置によって撮影された画像とは対照的な色を有しているので、机や床等の物体上で際立
って見えることになる。従って、ユーザは電話機本体を容易に見つけることが出来、速や
かに応答することが出来る。
　例えば黒色の机に置いた場合には、全体が黒色の撮影画像が得られることとなり、該画
像が色変換処理により全体が白色の画像に変換されて、着信時には全体が白色の色変換画
像が画像表示面に表示されることとなる。
【０００８】
　具体的には、前記着信画像表示処理手段は、着信があった後、ユーザ操作があるまで、
前記色変換画像を画像表示装置の画像表示面に表示する動作を繰り返す。
　上記具体的構成においては、万が一、着信時に着信に気が付かなかったとしても、その
後、色変換画像が画像表示面に繰り返し表示されるので、確実に着信を知ることが出来る
。
【０００９】
　又、具体的には、前記撮影制御手段は、ケーシングが物体に近づいていることが検知さ
れたときからケーシングが物体上に置かれたことが検知されるまで前記撮像装置を繰り返
し動作させ、前記色変換処理手段は、最後の撮影動作によって得られた画像信号に対して
色変換処理を施す。これによって、ケーシングが物体上に置かれる直前に撮影された画像
の色変換画像を得ることが出来る。
【００１０】
　又、具体的には、
　ケーシングが物体上に置かれたことが検知されたとき、撮像装置から得られた前記画像
信号を画像表示装置に出力して、原撮影画像を該画像表示装置の画像表示面に表示する撮
影画像表示処理手段
を具えている。
【００１１】
　上記具体的構成においては、ケーシングが机や床等の物体上に置かれたことが検知され
たときに、そのときまでに撮像装置によって撮影された画像が画像表示面に表示されるこ
とになる。ここで、該撮影画像は、上述の如く机や床等の物体の表面を表わすものである
ので、机や床等の物体の表面の色や模様と融合することとなる。
　例えば、上述の如く黒色の机上に置いた場合には、全体が黒色の撮影画像が画像表示面
に表示されることになる。
【００１２】
　更に具体的には、前記着信画像表示処理手段は、
　１或いは複数の色変換画像及び前記原撮影画像を含む複数種類の画像の中から、送信元
の電話番号或いはアドレスに応じた画像を選択する選択手段と、
　前記選択手段によって選択されている画像を画像表示装置の画像表示面に表示する表示
処理手段
とを具えている。
【００１３】
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　上記具体的構成においては、着信があったときに、送信元の電話番号或いはアドレスに
応じた画像が画像表示装置の画像表示面に表示される。例えば、送信元の電話番号が登録
されている場合には、上記の色変換画像が画像表示面に表示され、送信元の電話番号が非
通知である場合には、上記の原撮影画像が画像表示面に表示される。
【００１４】
　更に又、具体的には、前記状態検知手段は、ケーシングの加速度を検出する加速度セン
サと、ケーシングの背面に配備されて物体からの距離を検出する近接センサとを具え、前
記加速度センサの出力値と前記近接センサの出力値とに基づいてケーシングが物体に近づ
いていることを検知すると共に、前記加速度センサの出力値と前記近接センサの出力値と
に基づいてケーシングが物体上に置かれたことを検知する。
　上記具体的構成においては、共通の加速度センサ及び近接センサによって、ケーシング
が物体に近づいていること、及びケーシングが物体上に置かれたことを検知することが出
来る。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る携帯電話機によれば、机や床等の物体上に置いた場合、着信時には、机や
床等の物体の表面を撮影した画像とは対照的な色を有する色変換画像が画像表示面に表示
されるので、ユーザは容易に見つけることが出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態につき、図面に沿って具体的に説明する。
　本発明に係る携帯電話機は、図１に示す如く扁平なケーシング(１)を具え、該ケーシン
グ(１)の前面には、上端部に、スピーカを内蔵した受話部(２)が設けられる一方、下端部
に、マイクロフォンを内蔵した送話部(３)が設けられている。又、ケーシング(１)の前面
には、複数(図示する例では３つ)の操作キー(４)(４)(４)が配備されると共に、ディスプ
レイ(５)の画像表示面が配備されている。尚、アンテナ(図示省略)は、ケーシング(１)の
下部に内蔵されている。
　又、上記携帯電話機は、データ入力装置として、前記の操作キー(４)(４)(４)に加え、
タッチパネル入力装置(６)を具えており、タッチパネル入力装置(６)は、透明のタッチ操
作面を前記ディスプレイ(５)の画像表示面に重ねて貼り付けられている。前記ディスプレ
イ(５)の画像表示面に、テンキーを含む複数のタッチ入力キーが表示され、ユーザが何れ
かのタッチ入力キーに対しタッチ操作を行なうと、該タッチ入力キーに応じた情報処理が
実行される。
【００１７】
　一方、ケーシング(１)の背面には、図２に示す如く、上端部に、カメラ(７)が配備され
ると共に、物体からの距離を検出する近接センサ(８)が配備されている。近接センサ(８)
は、赤外線を出力する発光部(81)と、該発光部(81)から出力されて物体にて反射した赤外
線を受光する受光部(82)とを具えており、その受光量に応じた値を出力する。
【００１８】
　図３は、上記携帯電話機の電気的構成を表わしている。アンテナ(９)によって受信され
た信号は、送受信回路(10)を経て変復調回路(11)に供給され、受話信号が復調される。該
受話信号は、制御回路(12)を経てスピーカ(13)へ供給され、放音される。マイクロフォン
(14)から入力された送話信号は、制御回路(12)を経て変復調回路(11)に供給され、変調を
受ける。変調を受けた送話信号は、送受信回路(10)を経てアンテナ(９)から送信される。
　制御回路(12)には、上述のディスプレイ(５)、タッチパネル入力装置(６)、操作キー(
４)及びカメラ(７)が接続されると共に、画像データを含む種々の情報を格納するための
メモリ(15)が接続されている。
　又、制御回路(12)には、上述の近接センサ(８)が接続されると共に、電話機本体の加速
度を検出する加速度センサ(16)が接続されている。
【００１９】
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　本発明に係る携帯電話機は通常、図９に示す如くディスプレイ(５)の画像表示面が配備
されているケーシング前面を上に向けて机(20)上に置かれる。この際、ケーシング(１)が
ある距離まで机(20)に近づいた時点から、ケーシング(１)の背面に配備されているカメラ
による画像撮影が繰り返される。その後、ケーシング(１)が机(20)上に置かれた時点でカ
メラによる画像撮影が停止され、最後の画像撮影によって得られた画像データがディスプ
レイ(５)に出力されて、撮影画像が待受け画像として画像表示面に表示されることになる
。このとき、該撮影画像は、ケーシング(１)が机(20)上に置かれる直前に撮影された、机
(20)の表面を表わす画像であるので、電話機全体が机(20)の表面の色や模様と融合するこ
とになる。
　又、このとき、上述の如く最後の画像撮影によって得られた画像データに対して、各画
素の色を色相環において反対側に位置する補色に変換する補色変換処理が施され、これに
よって得られた補色変換画像データがメモリに格納される。尚、補色変換処理については
後述する。
【００２０】
　その後、着信があったときには、従来と同様に、音響及び／又は振動による報知が行な
われると共に、前記補色変換画像データがディスプレイ(５)に出力されて、補色変換画像
が画像表示面に表示されることになる。このとき、該補色変換画像は、ケーシング(１)が
机(20)の上に置かれる直前に撮影された画像の各画素の色を各色との関係でコントラスト
の最も強い補色に変換したものであるので、電話機全体が机(20)上で際立って見えること
となり、ユーザは電話機本体を容易に見つけることが出来る。
　例えば黒色の机に置いた場合には、全体が黒色の撮影画像が得られることとなり、該画
像が補色変換処理によって全体が白色の画像に変換されて、着信時には全体が白色の補色
変換画像がディスプレイ(５)の画像表示面に表示されることになる。
【００２１】
　上述の如く着信があったときに、着信に気が付かず、オフフック操作を行なわなかった
場合には、その後、着信を確認する操作が行なわれるまで、前記補色変換画像が所定の周
期で繰り返しディスプレイ(５)に表示されることなる。
【００２２】
　図４は、電話機本体に電源が投入されている状態で上記制御回路(12)によって実行され
る手続きを表わしている。尚、近接センサ及び加速度センサは、電話機本体に電源が投入
されたときに起動される。
　先ずステップＳ１にて、近接センサの出力値が所定の閾値Ｔｈを上回っており、且つ加
速度センサの出力値が零以外の値であるか否かを判断することによって、ケーシングが物
体に近づいているか否かを判断し、ノーと判断された場合は手続きを終了する。ここで、
前記閾値Ｔｈは、例えば携帯電話機がケーシングの背面を下に向けて置かれたときの近接
センサの出力値の９０％程度の値に設定される。尚、加速度センサの出力値についても、
零以外の所定の閾値を設けて、加速度センサの出力値の大きさが該閾値を上回るか否かを
判断することも可能である。該構成によれば、電話機本体が静止しているにも拘わらず、
近づいていると誤って判断されることを防止することが出来る。
【００２３】
　ケーシングが物体上に置かれる過程で、該物体にある距離まで近づいたときに、ステッ
プＳ１にてイエスと判断されてステップＳ２に移行し、カメラによる画像撮影を実行した
後、ステップＳ３では、カメラによる画像撮影によって得られた画像データをメモリに格
納する。続いてステップＳ４では、近接センサの出力値が前記所定の閾値Ｔｈを上回って
おり、且つ加速度センサの出力値が零であるか否かを判断することによって、ケーシング
が物体上に置かれたか否かを判断し、ノーと判断された場合はステップＳ５に移行して、
ステップＳ１にてイエスと判断されてから所定時間が経過したか否かを判断する。ここで
、ノーと判断された場合には、ステップＳ２に戻って再び画像撮影を実行する。上述のス
テップＳ２乃至ステップＳ５の処理が繰り返されることによって、画像撮影が繰り返され
ることになる。
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【００２４】
　その後、ケーシングが近接センサが配備されているケーシング背面を下に向けて物体上
に置かれると、ステップＳ４にてイエスと判断されてステップＳ６に移行し、最後の画像
撮影によって得られた画像データをメモリから読み出してディスプレイに出力する。この
結果、最後に撮影された画像がディスプレイの画像表示面に表示されることになる。
　尚、ステップＳ１にてイエスと判断されてから所定時間内にケーシングが物体上に置か
れない場合には、ステップＳ５にてイエスと判断されて、手続きを終了する。
【００２５】
　上記手続きによって、ケーシングが物体にある距離まで近づいた時点からカメラによる
画像撮影が繰り返され、その後、ケーシングが物体上に置かれたときに、最後に撮影され
た画像が待受け画像としてディスプレイの画像表示面に表示されることになる。
【００２６】
　図５は、ケーシングが物体上に置かれたときに上記制御回路(12)によって実行される手
続きを表わしている。ケーシングが物体上に置かれて図４のステップＳ４にてイエスと判
断されると、図５のステップＳ１１では、最後の画像撮影によって得られた１フレーム分
の画像データをメモリから読み出し、読み出した画像データに対して後述の補色変換処理
を施す。
　１ピクセルの画像データを構成する３原色のＲデータ、Ｇデータ及びＢデータの輝度を
それぞれ１６進数で２桁で表わした場合、例えば赤色の画像データは、“ＦＦ００００”
(Ｒデータ＝ＦＦ、Ｇデータ＝００、Ｂデータ＝００)で表わされる。補色とは、混ぜ合わ
せて白色になる関係の色を言い、白色の画像データは“ＦＦＦＦＦＦ”で表わされるので
、補色変換処理においては、“ＦＦ”から各色データの値を減算することによって、補色
変換後の画像データを得ることが出来る。例えば、赤色の画像データ“ＦＦ００００”は
水色の画像データ“００ＦＦＦＦ”に変換され、青色の画像データ“００００ＦＦ”は黄
色の画像データ“ＦＦＦＦ００”に変換される。尚、補色変換処理は、１ピクセル単位で
行なってもよく、ブロック単位で行なってもよい。
　上述の如く補色変換処理が実行された後、ステップＳ１２では、ステップＳ１１にて得
られた補色変換画像データをメモリに格納して、手続きを終了する。
　ケーシングが物体上に置かれたとき、上記手続きによって、その直前の画像撮影によっ
て得られた画像データから補色変換画像データが作成されてメモリに格納されることにな
る。
【００２７】
　図６は、ケーシングが物体上に置かれた後に上記制御回路(12)によって実行される手続
きを表わしている。尚、メモリ(15)には、着信表示を繰り返す必要があるか否かを表わす
着信表示要否フラグが格納されている。
　ケーシングが物体上に置かれると、先ずステップＳ２１にて、着信があったか否かを判
断し、ノーと判断された場合は手続きを終了する一方、イエスと判断された場合はステッ
プＳ２２に移行して、着信処理を行なう。着信処理においては、従来と同様に、ユーザに
より設定されている着信設定情報に応じてメロディ等の音響及び／又はバイブレータの振
動による報知を行なうと共に、送信元の電話番号に応じて、例えば図１０に示すパターン
で着信表示を行なう。送信元の電話番号がメモリ内の電話帳テーブルに登録されている場
合には、メモリに格納されている補色変換画像データをディスプレイに出力して、補色変
換画像をディスプレイの画像表示面に表示する。送信元の電話番号が電話帳テーブルに登
録されており、ユーザにより特定された電話番号である場合には、ユーザにより設定され
ている着信表示パターンに応じた着信表示を行なう。送信元の電話番号が電話帳テーブル
に登録されていない場合、送信元の電話番号がない場合、及び送信元の電話番号が通知で
きない場合にはそれぞれ、予め設定されているデフォルト値“１”、デフォルト値“２”
、デフォルト値“３”に応じた着信表示を行なう。更に、非通知である場合には、上記の
撮影画像を継続して表示する。尚、何れの場合においても、従来と同様に、送信元の電話
番号、送信者の名前等が画像表示面に表示されると共に、バックライトが点灯される。
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【００２８】
　続いて図６のステップＳ２３では、オフフック操作が行なわれたか否かを判断し、ユー
ザが着信に気が付いてオフフック操作を行なった場合には、ステップＳ２４に移行して、
着信表示要否フラグを着信表示を繰り返す必要はない旨を表わす“０”の値に設定して、
手続きを終了する一方、ユーザが着信に気が付かず、オフフック操作が行なわれなかった
場合には、ステップＳ２５に移行して、前記着信表示要否フラグを着信表示を繰り返す必
要がある旨を表わす“１”の値に設定して、手続きを終了する。
【００２９】
　上記手続きによって、着信があったときに、従来と同様にユーザにより設定されている
着信設定情報に応じてメロディ等の音響及び／又はバイブレータの振動による報知が行な
われると共に、送信元の電話番号に応じた着信表示が行なわれることになる。このとき、
送信元の電話番号が電話帳テーブルに登録されている場合には、ケーシングが置かれる直
前に撮影された画像を補色変換して得られる補色変換画像がディスプレイの画像表示面に
表示される。
【００３０】
　図７は、着信があった後に上記制御回路(12)によって実行される手続きを表わしており
、先ずステップＳ３１では、着信表示要否フラグの値が“１”であるか否かを判断する。
ここで、着信時に着信に気が付いてオフフック操作が行なわれた場合は、上述の如く着信
表示要否フラグは“０”の値をとっているので、ノーと判断されて手続きを終了する一方
、着信に気が付かず、オフフック操作が行なわれなかった場合には、着信表示要否フラグ
は“１”の値をとっているので、イエスと判断されてステップＳ３２に移行し、上述の着
信表示を行なう。次にステップＳ３３では、着信表示を行なってから所定時間が経過した
か否かを判断し、ノーと判断された場合は、ステップＳ３３にて同じ判断を繰り返す。そ
の後、所定時間が経過してステップＳ３３にてイエスと判断された場合は、ステップＳ３
１に戻って、再び着信要否フラグの値を判別する。
　上述のステップＳ３１乃至ステップＳ３３の処理が繰り返されることによって、前記所
定時間の周期で着信表示が繰り返し行なわれ、その後、ユーザにより着信を確認する操作
が行なわれて着信要否フラグの値が“０”に書き換えられたときにステップＳ３１にてノ
ーと判断されて、手続きを終了する。
　上記手続きによって、着信時にオフフック操作が行なわれなかった場合に、ユーザによ
り着信を確認する操作が行なわれるまで、前記所定時間の周期で着信表示が繰り返し行な
われることになる。
【００３１】
　図８は、上記制御回路(12)によって実行される着信表示要否フラグの書換え手続きを表
わしており、ステップＳ４１では、ユーザにより着信を確認する操作が行なわれたか否か
を判断し、ノーと判断された場合は手続きを終了する一方、イエスと判断された場合はス
テップＳ４２に移行して、着信表示要否フラグを“０”の値に書き換えて、手続きを終了
する。
　上記手続きによって、ユーザにより着信を確認する操作が行なわれたときに着信表示要
否フラグが書き換えられ、これによって、着信後の図７に示す着信表示手続きが終了する
ことになる。
【００３２】
　上述の如く、上記本発明に係る携帯電話機においては、例えば机上に置かれる直前に該
机の表面が撮影され、その撮影画像が待受け画像としてディスプレイ(５)の画像表示面に
表示されるので、電話機全体が机の表面の色や模様と融合することとなり、周囲の者が気
を取られることを防止することが出来る。
　又、着信時には、前記撮影画像とは対照的な色を有する補色変換画像がディスプレイ(
５)の画像表示面に表示されるので、電話機全体が机上で際立って見えることとなり、ユ
ーザは容易に見つけることが出来る。
　更に、万が一、着信時に着信に気が付かなかったとしても、着信があった後、ユーザに
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よって着信を確認する操作が行なわれるまで着信表示が繰り返し行なわれるので、確実に
着信を知ることが出来る。
【００３３】
　尚、本発明の各部構成は上記実施の形態に限らず、特許請求の範囲に記載の技術的範囲
内で種々の変形が可能である。
　例えば上記実施の形態においては、色変換処理において、カメラによる画像撮影によっ
て得られた１フレーム分の画像データを構成する全ての画素の色を補色に変換しているが
、一部のみの画素の色を補色に変換することも可能である。例えば、１フレーム分の画像
データを構成する画素の内、最も多い色の画素のみの色を補色に変換することが可能であ
る。
　又、色変換処理においては、“ＦＦ”からＲデータ、Ｇデータ、及びＢデータの各色デ
ータの値を減算することによって各画素の色を補色に変換しているが、補色に変換する規
則に限らず、色相環において略反対側に位置する色に変換する種々の変換規則を採用する
ことが可能である。
【００３４】
　又、上記実施の形態においては、ケーシング(１)が物体に近づいていると検知されたと
きからケーシング(１)が物体上に置かれたと検知されるまでカメラ(７)による画像撮影が
繰り返され、最後に撮影された画像を待受け画像としてディスプレイ(５)に表示すると共
に、着信時には該画像の色変換画像をディスプレイ(５)に表示しているが、最後に撮影さ
れた画像に限らず、撮影によって得られた何れの画像を待受け画像としてディスプレイ(
５)に表示してもよく、何れの画像の色変換画像をディスプレイ(５)に表示してもよい。
　又、ケーシング(１)が物体に近づいていると検知されたときにのみ、カメラ(７)による
画像撮影を行なう構成を採用することも可能である。かかる構成においては、ケーシング
(１)が近づいていることを検知する際に用いられる近接センサの閾値は、例えば、物体か
らカメラ(７)のレンズの焦点が合う位置までの距離に応じた値に設定される。
　又、所定のユーザ操作が行なわれたときにカメラ(７)による画像撮影を行ない、該画像
撮影によって得られた画像を待受け画像としてディスプレイ(５)に表示すると共に、着信
時には該画像の色変換画像をディスプレイ(５)に表示することも可能である。
　又、電話機本体に電源が投入されたときから、或いは所定のユーザ操作が行なわれたと
きから、カメラ(７)による画像撮影を繰り返し行ない、ケーシング(１)が物体上に置かれ
たと検知されたときに、その前に撮影された何れかの画像を待受け画像としてディスプレ
イ(５)に表示すると共に、着信時には該画像の色変換画像をディスプレイ(５)に表示する
ことも可能である。
【００３５】
　又、撮影画像を待受け画像としてディスプレイ(５)に表示すると共に着信時に該撮影画
像の補色変換画像をディスプレイ(５)に表示する画像表示モードの設定及び解除が可能で
あって、ユーザにより該画像表示モードを設定するための所定のモード設定操作が行なわ
れたときに図４に示す手続きを繰り返し実行する構成を採用することも可能である。尚、
該構成においては、近接センザ(８)及び加速度センサ(16)は、前記所定のモード設定操作
が行なわれたときに起動され、画像表示モードが設定されている状態でオン状態に維持さ
れる。
【００３６】
　又、上記実施の形態においては、共通の近接センサ(８)及び加速度センサ(16)によって
、ケーシング(１)が物体に近づいていること、及びケーシング(１)が物体上に置かれたこ
とを検知しているが、別々に近接センサ及び加速度センサを設けて検知することも可能で
ある。
【００３７】
　更に、着信時には、図１０に示すパターンに限らず、図１１或いは図１２に示すパター
ンで着信表示を行なうことも可能である。尚、図中の“撮影画像”は、ケーシングが物体
上に置かれたことが検知される前に撮影された画像を表わしている。
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　色変換処理に２以上の複数の変換規則を用いて、１枚の撮影画像から複数種類の色変換
画像を作成することも可能であって、図１１に示す例においては、明度の異なる２種類の
色変換画像が作成され、送信元の電話番号が電話帳テーブルに登録されている場合には、
明度の低い色変換画像がディスプレイに表示される一方、送信元の電話番号が電話帳テー
ブルに登録されており、特定の電話番号である場合には、明度の高い色変換画像がディス
プレイに表示される。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明に係る携帯電話機の前面を表わす斜視図である。
【図２】上記携帯電話機の背面を表わす斜視図である。
【図３】上記携帯電話機の電気的構成を表わすブロック図である。
【図４】上記携帯電話機に電源が投入されている状態で実行される手続きを表わすフロー
チャートである。
【図５】上記携帯電話機が物体上に置かれたときに実行される手続きを表わすフローチャ
ートである。
【図６】上記携帯電話機が物体上に置かれた後に実行される手続きを表わすフローチャー
トである。
【図７】着信後の手続きを表わすフローチャートである。
【図８】着信表示要否フラグの書換え手続きを表わすフローチャートである。
【図９】上記携帯電話機が机上に置かれるときの動作を説明するための斜視図である。
【図１０】着信時の表示パターンの一例を表わす図表である。
【図１１】着信時の表示パターンの他の例を表わす図表である。
【図１２】着信時の表示パターンの他の例を表わす図表である。
【符号の説明】
【００３９】
(１)　ケーシング
(５)　ディスプレイ
(７)　カメラ
(８)　近接センサ
(15)　メモリ
(16)　加速度センサ
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